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【平成２８年の主な出来事】
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平成28年の主な出来事

○平成28年の防災操作状況

○平成28年の渇水状況

○ダムツーリズムの推進について

○長良川河口堰に関して

・長良川河口堰の耐震性能照査について
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近年の防災操作の実施回数

平成２８年の防災操作の状況
-中部地整管内のフォローアップ対象ダム-
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平成２８年は、７ダムにおいて、７回の洪水調節を実施しましたが、異常洪
水時防災操作には至らず、下流への被害は生じてません。

※平成２８に洪水調節を実施したダムは、横山・徳山・蓮・小里川・阿岐川・岩屋・小渋である。



台風16号の状況（１）
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台風第16号は、9月20日0時過ぎに大隅半島に上陸後、西日本を東北東に進み、20日13時半頃和歌
山県に上陸した。その後、三重県を通過し20日21時に東海道沖で温帯低気圧に変わった。また、台風
第16号が接近する前から東日本の太平洋沿岸部には前線が停滞し、活動が活発となった。

岐阜地方気象台 資料より



台風16号の状況（２）
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アメダスでは降り始め（9月19日00時）から9月20日24時までの総降水量は、関市板取で
173.5mm恵那市で143.5mm多治見市で122.0mmとなった。また、解析雨量では、恵那市付近
で約70.0mm（9月20日18時30分までの前1時間）の激しい雨を観測した。

気象庁公表資料より

気象衛星赤外画像（20日15時時点）
9月20日17時35分レーダー画像(雨量）

小里川ダム
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庄内川水系 小里川ダム
台風16号による防災操作効果について(２)



＜防災操作の概要＞
台風16号の影響により小里川ダムの流域平

均累計雨量は約202.8mmを記録しました。

小里川ダムでは、最大で毎秒71.04㎥/sの洪
水を調節し、ダム下流の瑞浪市市原地点（国道
１９号小里川橋付近）で最大２２ｃｍの水位を低
下できたと推測しています。
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庄内川水系 小里川ダム
台風16号による防災操作効果について(１)

瑞浪市市原地点の模式断面図

左岸 右岸

土岐水位観測所地点の模式断面図 出水中の河川の様子

(土岐水位観測所)



佐久間ダム
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平成２８年中部地方整備局管内の渇水状況
－河川における節水状況－

河川名 ダム名 節水 期間 上水 工水 農水
長島ダム
井川ダム

畑薙第1ダム

10%大井川 第1回 8/9～9/17 5% 10%



より多くの方々がダムに訪れて頂き、ダムの役割などについて理解して頂くとともに、ダ
ムとその周辺地域を観光資源として活用することを目的として、国土交通省所管のダムに
おいて、休日のダム施設見学や民間主催ツアーの受け入れ等を開始しています。
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ダムツーリズムの推進について



ダムツーリズムの推進について
“ダムを見に行こう” 丸山ダム見学ツアー
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●11月18日（金）、(株)農協観光と八百津町と連携して、丸山ダムを行程に組み込んだツアーを開催。
●民間旅行会社と連携した企画は丸山ダム管理所では初めての試みであり、丸山ダム完成６０周年を記

念して実施しました。
●参加者は40名で、ダム天端からの景色や八百津町商店街での買い物を楽しんでいました。

見 学 ツ ア ー チ ラ シ

～行程～(抜粋)

旧八百津発電所資料館
↓

杉原千畝記念館
↓

丸山ダム/新丸山発電所
↓

八百津町商店街(特典有り)

八百津町の歴史や特色を学び、名産品を味わうこともできる、
内容盛り沢山のツアー

当時日本一の高さを誇った丸山ダム
建設の話に興味津々

丸 山 ダ ム 見 学

旧八百津発電所資料館

八 百 津 町 商 店 街



長良川河口堰の耐震性能照査について

平成２３年３月の東日本大震災を踏まえ、平成２４
年２月に改定された「河川構造物の耐震性能照査指
針」に基づき、長良川河口堰の耐震性能について照
査を実施しました。

その結果、長良川河口堰は、耐震性能（地震後にお
いても、堰としての機能を保持する性能）を確保して
おり、新たな耐震対策の必要がないことを確認しまし
た。
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